
Made in Serigayaプロジェクト第一弾として、

桜美林大学芸術学群の皆さんによるライトアップイベントを行います！

公園の再整備の検討を開始するにあたって実施したスタートアップミーティングにおいて、参
加された市民の方から出た「自然」「湧水」「ホタル」などをヒントに、学生さんたちがフィール
ドワークによる現地調査を重ね、この場所への想いや価値を活かしながらも、若い世代の
フレッシュな感性で新しい芹ヶ谷公園のすがたにアプローチしました。

ホタルをテーマにしたあかりは、芹ヶ谷公園の谷戸地形や水が活かされたもの。
公園を流れる水のきらめきを感知して、LEDライトが点滅します。
当日は、このプロジェクトを手掛けた学生さんたちが展示説明を行います。

同時開催で、竹灯籠によるライトアップや焚き火を使った企画も実施します！

まだ見たことのない光・幻想公園
現地 光のデモンストレーションの二夜

1月25日（土）26日(日）16:30-18:00
@芹ヶ谷公園 大池付近 ①17:00- ②17:30-

デモンストレーションを行います。

芹ヶ谷公園“芸術の杜”プロジェクト × 町田市文化プログラム
芹ヶ谷公園
“芸術の杜”プロジェクト
町田市では、芹ヶ谷公園を“芸術の杜”というテーマのもと、町田らしく、多様なアー
ト・カルチャーに親しめる場所として、また、緑あふれる憩いの空間として、より多くの方
から親しみ愛される公園とするための整備を進めています。

市では、この取組みを行政だけで進めるのではなく、同じ想いを持つ仲間を増やしな
がら、みんなで考え、みんなで実現していきたいと考えています。
そこで市民の方をはじめとして、多様な方々が主体的にこの取組みに参加できるプ
ラットフォームとして をつくりました。

芹ヶ谷公園から市民が主体となって町田の文化や自然の魅力を発信し、さらに芹ヶ
谷公園から新しい文化を生み出していこうという思いから「Made in Serigaya」と
名付けました。
ここから生まれたアイデアやプロジェクトを通じて、新しい公園の姿を実践的に探ると
同時に、これらの取組みの要素が実際に目指すべき公園の未来に引き継がれていく
ことを目指します。

荒天の場合は
時間短縮や中止の可能性があります。

その際は、決定次第、
町田市ホームページ等でお伝えします。



相原 竹あかり

江戸切子の世界展

国際版画美術館市民展示室A
では、2017年度に博物館が寄
贈を受けた江戸切子作品の展
示を行っています！
26日は最終日です。
ぜひご覧ください。
（入場は16:30まで、

入館無料）

FIRE Meeting#0

1.26 sun 14:00-16:30
＠多目的広場（雨天中止）

芹ヶ谷公園“芸術の杜”の再整備に向けて、新しい公園
活用について考える作戦会議を行います！
焚き火を囲んで、みんなでワイワイ楽しく、公園の新しい
使い方・楽しみ方を語り合いましょう！

夏には、市民参加型の大規模実証実験として「パーク
ミュージアムフェスティバル2020（仮）」の開催も予定
しています！

同時開催

25日（土）26日（日）の週末には、他にも
Made in Serigaya＆町田市文化プログラム
の企画を開催します。
ぜひ気軽にお立ち寄りください！

国際版画美術館では、
町田市公立小中学校作品展を開催しています。
また、冒険遊び場“せりぼう”も開園していますよ。

ぜひ、親子でお楽しみください！

まだ見たことのない光・
幻想公園

①17:00- ②17:30- の2回、
デモンストレーションパフォーマンスも行います。

町田市文化プログラムの情報は、
Instagram（machida_bunpro）でも随時発信中です！

幻想公園のライト
アップにあわせて、
相原にぎわい創生
プロジェクトとのコラ
ボにより、相原から
竹灯籠が芹ヶ谷公
園にやってきます！

Free popcorn & coffee  ☕



2020 年に開催される東京2020 オリンピック･パラリンピック競技大会はス
ポーツの祭典のみならず、文化の祭典としても位置付けられています。

町田市では、東京2020大会を契機に「いつでも、どこでも、だれでも、
あらゆる文化を楽しむまち」となるため、まちだの魅力を文化芸術のチ
カラで発信する事業や活動を「町田市文化プログラム」として認証し
ています。あなたも文化プログラムを実施してみませんか？

対象分野

の対象となる活動は？？

要素 新規性

今まで行っていた活動に

を加えた事業

町田市にかかわる歴
史と生活
文学、音楽、美術、
写真、演劇、舞踏、
メディア芸術、伝統
芸術、芸能等
ストリートカル
チャー、コミュニ
ティアート等

また、市主催の文化プログラムとしても、地域の
アーティストや団体と連携し、将来の町田を担う
子どもたちを対象としたプログラムや、身近なアー
ト・カルチャーに親しむ企画等を実施しています。

町田市では芹ヶ谷公園と（仮称）国際工芸美術館の一体的な整備に向け
て検討しています。公園という市民に開かれた身近な空間が、多様なアートに親

しめる“パークミュージアム”となることを目指します。

パークミュージアムの実現にむけて、様々な"公園で〇〇したい"という声を
集め、実際に実験的な取り組みをおこなっていく市民参加型プラット
フォームが「Made in Serigaya(メイドイン芹ヶ谷)」です。
ここから生まれたアイデアやプロジェクトは、実際にパークミュージアムの取り組みの
なかに引き継がれていくことを目指します。

Made in Serigayaの活動では、市民のみなさんが主体となって、
①アイデアを試してみる
②拡げてみる・発信してみる・仲間を集めてみる ことを実践していきます。

今後は実証実験として活動を積み重ね、2020年7月には活動の集大成とし
て「パークミュージアムフェスティバル2020（仮）」を開催する予定です。
今後、改めて参加者や企画の募集を行いますので、ぜひご参加を検討ください。

パークミュージアムフェスティバル2020（仮）開催！

第1弾 Made in Serigaya企画 1月25日・26日
・夜間のライトアップ実験 「まだ見たことのない光・幻想公園」
・公園活用やフェスに向けたFire Meeting＃０
・昼間の滞留空間実験（ファニチャー設置等）

実証実験やmeeting等 活動の継続

「パークミュージアムフェスティバル2020（仮）」
（2020年7月予定）


